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カッパ・ロケット128－J用ランチャーについて

也 田 健・古　田　敏　康

　1・まえがき　ロケットランチャーの構造には，いろ

いろな種類があるが2種類に大別される．第1はランチ

ャー内において，ロケットの進行方向と直角の方向の運

動をロケットの平行部の周囲から拘束してロケットが直

進するようにした骨紐儲造式のものと，第2にはロケッ

トに金具（スリッパ）を取り付け，それらを溝付レール

を案内として直進させるレール式とある．ペンシル，ベ

ビー・ロケット用ラ．ンチャーは前者に属し，オネストジ

ョンやカッパ・ロケット用ランチv一は後者の部類に属

する．後者の場合はスリッパはロケットに固定されてス

リッパをっけたまま飛しょうさせている例が多い．

第1図　カッパ・ロケット用ラ
ンチヤー（発射前の姿勢）

これは空気抵抗を

増すので余り感心

しない．そこでカ

ッパ用ランチャー

ではスリッパ（2

個）は合成接着剤

でロケット本体に

つけランチャーの

案内溝を通過後ス

トツパにより直ち

に剥離させ，ロケ

ットはスリッパを

付けずに飛しょう

させた．この際ロ

ケット本体Ssよび

ランチャーにはな

んらの損傷も与え

ず，またロケッb

の運動にも余り影

piを与えない構造とLたのカ1カッパ用ランチャーの特長

である．

　2・　カッパ・ロケット用ランチャーの構造について

ランチt一の構造は第1，2図に示す通りで，ロケット

の下面の2個所にスリッパがとりつltられ，そのスリッ

パがランチャー台

上に設げられた案

内溝にはめられて

リッパはレール．に

設伸られたストッ

パに当り，ロケソ　第2図　ヵッパ・ロケット用ラ

ト本体から取り離　　ンチャーの構造の原理図

されるようになっている．この時ロケット本体を損傷し

ないように接着の強さは後述するように謂整されう．こ

のような仕組としたわけは．スリ・／，eがロヶ：トにつ1サ

られたまま発射されると空気抵抗のためにロヶントの性

能を悪くするからである．またスi）ッパを取吻離すに要

するエネルギは，ロケットの持つ運動のニネルギに比し

て闘題にならないくらい小さいから，そのたtoつvtr・p

トの性能の損失はほとんどない，

　ロケットの長さに約2．2rn，ランチt一の良さぽ豹2．9・

mとし，案内される距離は1・5mとしk，発封角度Ft2．5・

度間隔に固定できるよ5にした．従来の骨組式0テンチ

ャーの構造はロケッ｝を外御」から包囲しているOに反二し

て，これはロケソト全体が露出しているので光学的観測‘

やテレメータの測定に使利である。まttその取D叢し・6．

非常に簡単である．

　3．　‘・Tipping－eff，　にっいて　　ロア’rトリ重心がラ

ンチャーの先端を通過するとき，ロケットの重力のft　6

先端を下げようとする．しかL

ランチャーにはまだロケソトリ

後部が支えられているので，水　　　　　　　　　．

平軸に対してロケットを回転さ

せよ5とするモーノントを生ず　　第　　3　図
る．そしてランチャーを離脱するとき1：rrケt）tトの方向r

を下向ぎに傾けるような角速度をうける．Cれを‘‘Tip－

ping－off”（コ）C2＞現象という．

　以上の影響による”Tippii9－off”をb・1・c・ロケット

にっいて大略計算をしその角速度醐萱求あてみ昼第

3図について，前方の支えをはずLた場含の運動の方程

式から次のよ5になる．
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ここでtは前方のスリァパが離れてから後方Oス1ソバ『

が離れるまでの時開である．これにご＝1円口sec，凸＝TsOn

mmを入れると　　φ≡2．1　rad　isec　とたる，

　次にカソバ／一ロケットにおける「‘「ipping－offl’匹は↓；1

上の他にスリソバ剥脱によるモーノントも影響す’ろ，ス

リッパ7」脱のエネルギ（A’iが歪部角達度のエわルギこ．
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AをL6kgmとすればφ
≒1．・54・rad！secとなる．い

ずれの場合にもt‘Tipping－

off”によリロケットの頭下

げの影響は比較的少く，む

しろ横風（迎い風）の影響

の方がかなり大きかったと

　　　や
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　迎置Lにkるロゲ・」トの飛：
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思われる．第4図ば二れらの影響を傾向的に示したもの

である．

　4．ペンシル・ロケットによる予備実験

　あらかじめ第5図に示すレール型ペンシル用ランチャ

　　　　　　　　　　　　　　　　一により予備実

　　　　　　　　　　　　　　　　験を行った・

　　　　　　　　　　　　　　　　・陵用したベンシ

　　　　　　　　　　　　　　　　ル・ロケ7トは

　　　　　　　　　　　　　　　　　3ピース，燃料

　　　　　　　　　　　　　　　　　はfu］1、翼角は

　　　　　　　　　　　　　　　　零，男毫しょう実

第5図　レH！レ型によるペンシル用　験場は生研50m

　試作ランチャr　　　　　　　　　水槽レンジ（生

産研究，Vo1・8N。・4参照）で水平発射とし，標的との

距離は10mとした．ここでスリッパの離脱後の運動を

詳細に研究するために，植村

研のFASTAX高速度カメラ　　　　×

1．二よリスリッパがストッパに

当った瞬間を撮影した，飛し

ょう実験の分散は第6図に示

す．ここでx軸は垂直方向，

y軸は水平方向を．示す・分散

は比較的少なく，多少Tip．－off

の影響が認められた．

　5・　スリッパ取付に使用し
　　　　　　　　　　　　　第6図距離10皿に　　た合成接着剤の試験
　　　　　　　　　　　　　　おける標的通過位置
スリッパをロケソトに取り付

けるために，合成接着剤を使用しその剥脱を容易にする

ようにした，そこであらかじめ接着剤の試験を行いその

性質を調べた．一般に，接着剤は静的な力や勢断に対し

ては比較的強くとも衝撃に対しては弱い．この性質はロ

ケットのスリッパの接着に対しては都合の良いことであ

る，そこで現在市販されている合成接着剤にっいて勢断

による接着強度試験を行ってみた・これを第1衷に示す．

第1表　各種接着剤の接着強度

按着剤の種類　1農着強度（kg／mmりi　摘 要

アラルダイト　＃le2 0．25 試険は勢断による

アラルダィト　＃101 0，37

ボ　　ン　　ド　Eユ0 O，90 〃

ntンドE・　1 1，20 ”

　以上の試験により接着剤にボンドE3を使用すること

にし，接着面を2emm×30mmとした．

　次にスリッパがストッパに当って吸収されるエネルギ

が余り大きいとロケットの推力の損失が懸念されたの

で，アイゾット衝撃試験機により剥離エネルギを試験し

たところ0．8kgmとなリロケットの持つ運動エネルギに

比し無視でぎる程度に小さい値であったE

　6・あとがき　このランチャーは昭和31年9月の128

J－S型，12月のJ－T型およびTR型ロケ．ノト飛しょ

う実験に使用したものである．ただS型では案内距離は

1．5mとし，ストッパの位置を光端および途中の2個所

生　壷　研　究

第7図〔b）

128J－TR　7・号機

の発射状況

節7園・a）

128」－T　5一舜撹

の発射状混

におき前後のスリッパを同時切断とした、その後1型お

よびTR型では，ストッパは先端の1個所とし前後のヌ．

リッパをすべて先端のストノパで切断するようtcした．

またスリッパの材質を軽合金として，切断時のスリァパ

とストッパ問の衝撃を少なくした、またTR型6号機で

は案内距離を1mとLての飛Lよう実験も行っ『てみた．

いずれの場合も飛しょ弓実験は成功のうちに終った．L

かし別稿（植村研報告）にも報告されている通臥　TR

型の場合にはいずれもランチ＋一発射角度とrr　bットの

飛行径路とに相違があった（第7図参照）・二乳はロゲ．v

トの発射速度が特に遅かっノニことと．これに加えて強い

迎い風の影響を受けたためによる1τi下げの現象を起した

ものである，

　終りにのぞみペンシルによる矛’1←ト実験．こ琶暑力Lていた

だいた糸川研，植村研の方々，およびランfヤーO製作

については口本建鉄K．K．の櫛部1付署，岡日　tAIMに

厚く感謝の意を表わす次第である・
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